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○被災地神戸との交流
　「1・17 希望の灯」訪問
　2009 年 1 月 16 日～ 18 日
　神戸出身で世話人の京町
　さんにご協力頂き、神戸・
　三宮で毎年開催されてい
　る追悼行事に、ふるさと
　ネットが参加します。
○第 14 回世話人会
　来年１月下旬に開催。詳
　細は追って連絡致します。
○ご寄付のお願い
　みなさまのご協力ありが
　とうございます。
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事務局便り

　

明
日
葉
を
は
じ
め
三
宅
の

特
産
品
の
販
売
、
写
真
展

示
や
新
報
の
配
布
に
よ
る

ネ
ッ
ト
の
広
報
活
動
が
10
月

5
日
、
第
50
回
神
楽
坂
青
空

フ
ェ
ス
タ
に
て
行
わ
れ
た
。

　

青
空
フ
ェ
ス
タ
は
、
神
楽

坂
商
店
街
が
行
っ
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
で
、
同
商
店
街
の
店

な
ど
が
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
を
行

う
。
当
日
も
多
く
の
買
い
物

客
で
賑
わ
っ
た
。

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
が
準

備
し
た
の
は
、
70
枚
の
く
さ

や
、
86
把
の
明
日
葉
、
50
箱

の
牛
乳
せ
ん
べ
い
、
39
袋
の

さ
と
い
も
。
同
日
午
後
６
時

ま
で
に
完
売
し
た
。
販
売
は

ネ
ッ
ト
の
協
力
者
が
行
っ
た

が
、
商
品
の
説
明
を
す
る
た

め
に
、
在
島
者
の
光
安
千
久

子
さ
ん
（
74
）
や
酒
井
副
会

　

新
報
を
読
ん
で
下
さ
っ
て

い
る
沢
山
の
方
々
か
ら
ご
寄

付
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
た

く
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

（
８
月
21
日
～
10
月
13
日
）

　

佐
藤
宗
ノ
子
様
、
横
山
美

紀
様
、
髙
橋
栄
一
様
、
横
井

和
之
様
、
井
上
教
子
様
、
小

川
恵
美
様
、
青
谷
知
己
様
、

加
藤
賢
治
様
、
Ｔ
様
、
福
士

敬
子
様
、
金
沢
利
夫
様
、
浅

井
昇
様
、
荻
野
和
子
様
、
板

橋
和
夫
様
、
匿
名
希
望
様
、

中
村
俊
江
様
、
赤
羽
敏
衛
様
、

佐
藤
就
之
様
、
笹
井
美
奈
子

様
、
伊
藤
奈
穂
子
様
、
中
村

徹
様
、
松
井
宗
廣
様
、
久
保

田
賢
子
様
、
坂
下
良
子
様
、

Ｓ
様
、
飯
田
俊
様
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
活
動
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

ふるさとネットが青空フェスタに参加

神楽坂で特産品を販売

長
（
65
）
も
参
加
し
た
。

　

物
産
店
に
来
た
人
の
中
に

は
「
三
宅
島
に
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
」
、
「
三
宅
島
出
身
の

友
達
が
い
る
」
な
ど
と
話
す

人
が
い
た
。
買
い
物
客
は
光

安
さ
ん
に
明
日
葉
の
調
理
方

法
、
島
で
の
生
活
に
つ
い
て

聞
く
な
ど
し
な
が
ら
、
楽
し

く
買
い
物
を
し
て
い
た
。

　

次
回
の
フ
ェ
ス
タ
は
、
来

年
５
月
。
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト

が
参
加
す
る
か
ど
う
か
は
、

今
後
検
討
さ
れ
る
。

「
帰
島
４
周
年
在
京
・
高
濃

度
地
区
島
民
支
援
の
集
い
」

日
時
…
09
年
１
月
31
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

会
場
…
板
橋
区
立
仲
宿
い
こ

　
　
　

い
の
家
（
予
定
・
都

　
　
　

営
三
田
線
板
橋
区
役
所

　
　
　

前
駅
か
ら
徒
歩
10
分
）

　

島
民
の
み
な
さ
ん
の
励
み

に
な
る
よ
う
な
企
画
を
立
て

る
と
と
も
に
、
在
京
・
高
濃

度
地
区
島
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
報
告
、
島
民
の
訴
え
な

ど
で
島
の
問
題
を
多
く
の
人

に
伝
え
ま
す
。
み
な
さ
ま
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　ふるさとネットは、10

月 5 日に行われた神楽坂

青空フェスタで明日葉な

ど島の特産品を販売した。

会場には多くの人が集ま

り、品物は完売。島の現

状を伝えるよい機会にも

なった。

１
月
31
日
に
新
年
の
集
い

板
橋
「
い
こ
い
の
家
」
で

ご
寄
付
の
お
礼

賑
わ
う
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
テ
ン
ト 

く
さ
や
の
試
食
が
人
気
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「
専
門
家
に
よ
る
火
山
ガ

ス
に
関
す
る
住
民
説
明
会
」

が
、
９
月
６
日
の
午
後
７
時

か
ら
三
宅
村
公
民
館
で
開
か

れ
た
。

　

高
濃
度
地
区
住
民
の
意
見

は
、
家
屋
の
崩
壊
、
住
居
禁

止
の
た
め
に
財
産
は
無
価
値

と
な
り
、
火
災
・
地
震
保
険

も
か
け
ら
れ
な
い
た
め
、
い

つ
火
災
が
起
き
る
か
不
安
。

生
業
も
禁
止
さ
れ
生
活
の
手

段
が
奪
わ
れ
て
い
る
。
家
族

や
親
族
の
間
で
財
産
問
題
も

発
生
し
て
い
る
。
条
例
や
保

険
も
か
け
ら
れ
な
い
な
ど
の

事
前
説
明
も
な
い
の
は
お
か

し
い
。
専
門
家
と
島
民
で
ガ

ス
に
対
す
る
認
識
に
大
き
な

ズ
レ
が
あ
る
。
専
門
家
は
事

実
を
よ
く
見
て
生
活
を
考
え

て
ほ
し
い
と
要
望
し
条
例
の

撤
廃
を
求
め
た
。

　

質
疑
で
は
、
帰
島
条
件
と

し
て
条
例
が
設
け
ら
れ
高
濃

度
地
区
の
人
が
犠
牲
と
な
っ

て
い
る
こ
と
。
２
０
０
０
年

噴
火
災
害
は
終
了
し
た
な
ど

馬
鹿
げ
た
責
任
逃
れ
の
行
政

判
断
に
対
し
て
、
村
の
顧
問

弁
護
士
か
ら
高
濃
度
地
区
住

民
と
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な

い
在
京
島
民
は
現
在
も
「
避

難
中
に
あ
た
る
」
と
の
見
解

が
示
さ
れ
、
救
済
策
の
必
要

性
の
根
拠
が
で
き
た
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
経
過

か
ら
次
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提

起
し
た
い
。

◎
全
島
民
の
力
で
、
高
濃
度

　

地
区
の
「
ガ
ス
条
例
崩
壊
」

　

を
食
い
止
め
よ
う
！

◎
「
ガ
ス
条
例
」
の
居
住
・

　

生
業
規
制
条
項
を
即
時
撤

　

廃
せ
よ
！

◎
村
は
、
住
民
参
加
で
高
濃

　

度
地
区
の
生
活
・
地
域
再

　

建
支
援
策
を
つ
く
れ
！

　

村
は
、
帰
島
前
の
平
成
17

年
１
月
５
日
「
避
難
指
示
解

除
の
予
定
に
つ
い
て
」
で
、

「
居
住
禁
止
な
ど
の
規
制
を

受
け
る
こ
と
と
な
る
高
濃
度

地
区
の
住
民
の
皆
様
に
対
す

る
施
策
は
、
今
後
と
も
住
民

の
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
踏
ま
え
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
」
と
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
平
野
村
政
は

こ
の
点
で
は
公
約
違
反
だ
。

国
の
基
準
、
し
か
も
平
均
値

だ
け
に
捉
わ
れ
現
場
経
験
を

軽
視
す
る
「
専
門
バ
カ
」
的

判
断
に
頼
ら
ず
、
公
約
に
基

づ
き
被
災
住
民
の
意
見
で
生

活
と
財
産
を
守
る
べ
き
だ
。

 

在
京
者
の
皆
さ
ま
に
、

嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
お
届

け
し
ま
す
。

○
８
月
24
日
の
あ
じ
さ
い

の
里
の
「
福
祉
ま
つ
り
」

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
司
法
過
疎
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

方
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、

９
月
27
日
の
世
話
人
会
に

小
海
憲
明
弁
護
士
の
ご
出

席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

弁
護
士
さ
ん
の
話
に
よ
る

と
島
で
は
、
土
地
や
家
屋
の

名
義
を
何
代
か
前
の
ま
ま

に
し
て
お
く
ケ
ー
ス
が
あ

り
、
今
の
法
律
で
は
親
、
兄

弟
、
子
ど
も
に
ま
で
権
利
が

及
ぶ
た
め
に
連
絡
が
取
れ
ず

に
「
死
に
土
地
」
に
、
ま
た

土
地
の
境
も
植
木
が
多
く
倒

れ
た
り
枯
れ
た
た
め
不
明
と

な
る
そ
う
で
す
。
心
配
事
は

何
で
も
相
談
に
応
じ
る
そ
う

で
す
。
電
話0

3

（5
9
1
9

）

3
5
3
0

マ
ザ
ー
シ
ッ
プ
法
律

事
務
所
・
折
込
参
照

○
「
２
０
０
０
年
三
宅
島
噴

火
・
避
難
ー
子
供
た
ち
の
記

録
」
元
都
立
三
宅
高
校
校
長

松
尾
俊
一
先
生
が
贈
呈
。（
郁

朋
社
・
１
５
０
０

円
＋
税
）

先
生
た
ち
の
苦
労
を
忘
れ
な

い
た
め
に
も
ぜ
ひ
一
読
を
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

会
長
時
評

「規制条例撤廃」など３つのスローガンを提起

高濃度地区問題の早期解決を！

　未だに解決しない高濃度地区の問題。

住民は大きな不安の中での生活を強いら

れている。そんな中、村の顧問弁護士が

高濃度地区の住民などについて「避難中」

との見解を示した。私はこれを機に、新

たなスローガンを掲げ、問題解決の努力

を、各方面に呼びかけることにした。

説
明
会
で
「
避
難
中
」
と
確
認

村
は
公
約
の
実
現
を

在
京
者
に
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス

生
活
に
関
す
る
相
談
等
を
弁
護
士
が

専門家による火山ガスの説明会（９月６日）
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浅沼氏追悼集会  300 人が参加

　

及
川
先
生
た
ち
の
「
健
康

講
座
」
は
９
月
３
日
、
第
８

回
目
を
神
着
老
人
福
祉
会
館

で
35
人
の
参
加
で
開
催
。

　

昨
年
夏
か
ら
島
内
各
地
で

講
座
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

て
き
た
が
そ
の
中
間
集
約
と

し
て
「
こ
れ
ま
で
の
経
過
を

通
し
て
の
健
康
に
関
す
る
現

状
と
課
題
」
の
テ
ー
マ
で
報

告
が
な
さ
れ
た
。

　

各
地
の
被
災
地
で
は
、
被

災
者
が
ば
ら
ば
ら
に
な
る
例

も
多
々
あ
る
が
、
三
宅
島
に

は
近
所
づ
き
あ
い
が
深
ま
っ

て
い
る
な
ど
の
特
徴
が
み
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
。

　

さ
ら
に
調
査
を
拡
大
す
る

た
め
に
島
民
に
調
査
を
依
頼

さ
れ
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
三
宅
島
08

モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
、
10
月
17
日
、

18
日
、
19
日
の
三
日
間
開
催

さ
れ
た
。
初
日
の
17
日
は
、

会
場
の
参
加
者
は
少
な
か
ら

ず
驚
か
さ
れ
た
。

　

知
事
は
会
場
を
見
て
、「
案

外
人
が
い
な
い
。
二
度
三
度

目
に
は
、
島
外
か
ら
も
参
加

者
が
増
え
る
は
ず
だ
が
都
の

事
務
局
の
話
だ
と
メ
ー
カ
ー

の
ホ
ン
ダ
が
妨
害
し
て
い
て

参
加
、
協
力
し
た
業
界
メ

デ
ィ
ア
に
は
広
告
も
出
さ
な

い
と
言
っ
た
た
め
記
者
は
一

人
も
来
て
い
な
い
。
こ
の
小

さ
な
島
の
復
興
に
努
力
を
し

て
い
る
の
に
、
許
さ
な
い
。

抗
議
を
し
た
ら
ホ
ン
ダ
は
否

定
を
し
た
。
来
年
も
イ
ベ
ン

ト
を
続
け
る
」
と
述
べ
た
。

　

確
か
に
、
昨
年
の
島
内
一

周
の
パ
レ
ー
ド
に
は
島
民
参

加
を
含
め
て
約
90
台
で
あ
っ

た
が
、
今
年
は
約
50
台
に
止

ま
っ
た
。
し
か
し
島
民
は
沿

道
で
手
を
振
り
歓
迎
し
各
イ

ベ
ン
ト
に
拍
手
を
送
っ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
三
宅

島
の
復
興
の
起
爆
剤
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

石
原
知
事
の
発
案
で
あ
れ

ば
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
財

政
基
盤
の
脆
弱
な
村
は
、
藁

に
も
縋
る
思
い
で
、
島
民
は

「
都
が
な
に
も
や
ら
な
い
よ

り
、
何
か
（
支
援
策
）
を
や
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
の
心
境

で
あ
る
が
、
し
か
し
事
は
税

金
で
あ
り
危
険
性
が
伴
う
。

当
然
、
協
力
関
係
に
精
査
と

意
見
は
出
る
。
費
用
対
効
果

は
、
島
民
に
必
要
且
つ
切
実

な
生
活
・
産
業
支
援
策
な
ど

は
真
摯
な
検
証
と
議
論
を
政

治
的
立
場
を
越
え
て
し
て
ほ

し
い
。
八
丈
島
の
地
方
紙

「
南
海
タ
イ
ム
ス
」
の
観
光

再
構
築
の
特
集
は
注
目
に
価

す
る
。
（
２
月
15
日
号
）
交

通
事
情
の
悪
い
離
島
で
は
、

「
特
に
短
期
型
の
イ
ベ
ン
ト

は
誘
致
効
果
が
期
待
で
き
ま

せ
ん
。
旅
行
代
理
店
も
『
い

い
商
売
に
は
な
ら
な
い
』
と

言
っ
て
い
ま
す
」

　

浅
沼
稲
次
郎
追
悼
集
会
は
、
10

月
10
日
、
総
評
会
館
で
３
０
０
人

を
集
め
て
開
催
。

　

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
た
土

井
た
か
子
氏
、
元
官
房
長
官
野
中

広
務
氏
、
テ
レ
ビ
朝
日
な
ど
で
活

躍
す
る
大
谷
昭
宏
氏
な
ど
が
憲
法

に
つ
い
て
論
戦
。

　

佐
藤
就
之
会
長
も
浅
沼
氏
の
功

績
と
三
宅
島
の
噴
火
災
害
の
現
状

と
経
験
か
ら
今
世
紀
の
国
家
戦
略

と
し
て
自
然
災
害
対
策
に
取
り
組

む
べ
き
だ
と
発
言
し
た
。

13
時
に
阿
古
メ
イ
ン
会
場
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

主
催
者
の
開
会
宣
言
の

後
、
石
原
慎
太
郎
都
知
事
が

挨
拶
し
た
が
、
そ
の
内
容
に

サ
イ
ド
カ
ー
に
乗
っ
て
島
内
を

回
る
石
原
都
知
事

浅沼稲次郎追悼集会で発言する野中氏

及
川
先
生
の
健
康
講
座

「
現
状
と
課
題
」
の
中
間
報
告
を

モーターサイクルフェスティバル 10月 17 日から

都知事が驚きの発言

産
業
支
援
策
な
ど
検
証
を

　10 月 17 日から行われたモーターサイクルフェスティバル。復興の

起爆剤になることが期待されているが、参加台数は昨年を下回った。

そんな中、石原都知事からは、開会式で驚きの発言が飛び出した。
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９
月
27
日
、
第
13
回
世
話

人
会
で
在
京
島
民
の
方
々

へ
の
訪
問
活
動
、
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ル
に
つ
い
て
協
議
が
行

わ
れ
た
。

　

現
在
、
ネ
ッ
ト
で
は
在
京

者
の
現
状
を
把
握
し
、
個
々

に
合
っ
た
支
援
を
継
続
す

調
査
票
を
作
成
中
。
訪
問

だ
け
で
な
く
、
ふ
れ
あ

い
コ
ー
ル
を
行
い
暮
ら

し
の
状
況
や
要
望
を

伺
っ
て
い
く
。
ネ
ッ

ト
の
世
話
人
、
吉
田

信
行
さ
ん
に
も
ご
協

力
頂
き
、
ネ
ッ
ト
の

協
力
者
が
担
当
し
一

斉
に
行
う
予
定
だ
。

　

10
月
15
日
に
は
ふ
れ

　

在
京
お
よ
び
高
濃
度
地
区

の
住
民
の
意
見
を
ま
と
め
、

問
題
解
決
の
一
助
と
す
る
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
世
話
人

会
で
決
め
、
世
話
人
で
あ
る

干
川
剛
史
大
妻
女
子
大
学
教

授
の
協
力
の
も
と
、
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

11
月
17
日
か
ら
発
送
、
12

ま
で
の
返
信
で

回
収
後
は
干
川
先
生
が
集

計
・
分
析
し
、
来
年
１
月
20

日
に
は
記
者
会
見
、
１
月
31

日
の
帰
島
４
周
年
の
集
い
で

は
結
果
を
発
表
す
る
予
定
。

　

ご
高
齢
の
方
も
多
い
た

め
、
ネ
ッ
ト
の
訪
問
員
が
直

接
伺
い
お
話
を
お
聞
き
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力

を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

「ふれあいコール」実施へ
高濃度地区住民も含めたアンケートを実施

豪華メンバーで 15 日に
鶴吉さんのチャリティーショー

〔お便り〕

　寄付者のみなさまからも
お便りを頂きました。
・継続は力なり、佐藤様感
謝しております。いつも励
まされています。（神着　赤
羽敏衛様）
・粘り強く活動されること
期待しております。いつも
三宅島のことは気にかかっ
ています。( 川口市　松井
宗廣様）
・新報を見せて頂き厳しい
現実を知り、佐藤さんが島
民のために頑張っている姿
を懐かしく思い浮かべてお
ります。みなさまの御健康
を祈念致します。( 長野県
小河原武弘様 )
・新報を拝読させて頂いて
いるうちにふとあの三宅島
の美味しい味噌汁の味がに
おってきました。三宅島は
私にも本当に近い存在だっ
たと気づきました。ほんの
ささやかですが、私の気持
ちを同封させて頂きます。
あの美味しい味噌汁を造る
人達で溢れる島になるため
の「つめのあか」にもなり
ませんがお許し下さい。（板
橋区　坂下良子様）

　

島
を
離
れ
、
都
営
住
宅
な
ど
で
暮
ら
す
在
京
島
民
の
訪
問

活
動
を
新
た
な
体
制
で
行
う
た
め
の
「
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
」

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
状
況
確
認

の
た
め
、
高
濃
度
地
区
住
民
も
含
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
も
決
定
し
た
。

編
集
後
記

 

私
た
ち
も
、
１
面
に
掲
載

し
た
神
楽
坂
の
青
空
フ
ェ
ス

タ
で
、
三
宅
島
の
物
産
品
の

販
売
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

買
い
に
来
て
く
れ
た
人
の

中
に
は
、
三
宅
島
の
こ
と
を

知
っ
て
い
る
方
が
多
く
、「
自

然
の
豊
か
な
島
に
ま
た
行
き

た
い
」
な
ど
と
い
う
話
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

早
く
、
島
の
高
濃
度
地
区

問
題
な
ど
が
解
決
し
て
、
多

く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま

し
た
。　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

　

前
号
で
も
紹
介
し
た

舞
踊
家
の
鶴
吉
さ
ん

が
企
画
し
、
11
月
15
日

（
土
）
の
16
時
30
分
か

ら
大
田
区
民
ホ
ー
ル
ア

プ
リ
コ
小
ホ
ー
ル
（
Ｊ

Ｒ
蒲
田
駅
か
ら
徒
歩
３

分
／
京
急
蒲
田
駅
か
ら

徒
歩
７
分
）
で
行
わ

れ
る
三
宅
島

帰
島
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ

ベ
ン
ト
～
「
が
ん
ば
れ
三
宅

島
」
～
（
参
加
無
料
）
の
詳

細
が
決
定
し
た
。

　

シ
ョ
ー
に
は
、
新
内
の

冨
士
松
魯
太
夫
、
お
面
踊

り
の
成
田
家
笑
仙
さ
ん
、

K
O
K
O
r
o

、
落
語
家
の
春
風

亭
美
由
紀
さ
ん
、
キ
ン
グ
レ

コ
ー
ド
の
安
藤
聖
子
さ
ん
、

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
チ
ー
ム

孔
雀
連
、
あ
す
な
ろ
保
育
園

の
保
育
士
の
み
な
さ
ん
、
朗

読
等
を
す
る
女
優
の
京
町

さ
ん
も
出
演
。
楽
し
い

ス
テ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。

未帰島者の訪問活動を行うふるさとネットのメンバー

あ
い
コ
ー
ル
の
メ
ン
バ
ー

る
た
め
在
京
者
訪
問
活
動

が
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

月
15
日

在
京
者
支
援

１
月
に
記
者
会
見
を
計
画

舞
踊
家
の
鶴
吉
さ
ん

新
報
に
関
す
る
意
見
を
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。


